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 めざそう！ 世界の三陸ジオパーク  岩手県 

 

みなさんはジオパークという言葉を聞いたことはあるでしょうか。ジオパークとは、地

球の活動や生物との関わりを楽しく学べる場所と仕組みを持つ「大地の公園」のことです。

地形・地質に限らず、温泉や鉱山といった大地の恵みと人々とのかかわり（歴史・文化）

も含みます。ユネスコが支援する「世界ジオパークネットワーク（GGN）」が推進する世

界的な取組であり、GGNに認定された地域が“世界ジオパーク”を名乗ることが できま

す。日本では、糸魚川（新潟県）・島原半島（長崎県）など現在５地域が世界ジオパークに

認定されています。また、日本ジオパーク委員会が認定している“日本ジオパーク”が、

全国に20地域あります。 

三陸地域は、世界でも有数の地球活動の歴史を、実際に見ることができる地域資源や遺

産に恵まれており、従来の観光に科学的視点を含む「ジオツーリズム」を取り入れること

で、新しい魅力の発掘や教育旅行の誘致促進が期待されます。 

昨年の１１月には、従来からの推進協議会メンバーである岩手県及び岩手県内沿岸市町

村に加え、青森県、八戸市、階上町、気仙沼市の参画を得て、「いわて三陸」から「三陸」

へと構想の名称を変更し、平成２５年度の日本ジオパーク認定に向けた取組を進めていま

す。 

三陸復興国立公園とも連携した三陸ジオパーク構想は、県境を越え、「三陸」を国内外 

に発信していく契機となる活動です。みなさんの応援をよろしくお願いします。 

※「三陸ジオパーク推進協議会」のホームページはこちら→http://sanriku-geo.com/ 

 

【三陸ジオパーク構想の概要】 

メインテーマ 

悠久の大地と海と共に生きる～震災の記憶を後世に伝え学ぶ地域へ～ 

サブテーマ 

（１）繰り返される災害に立ち向かい、将来に備える  

（２）地球規模の大地と気候変動の変遷から成り立ちを知り、地球を語る  

（３）豊かな資源と人々の暮らしを再生し、未来を創る 

 

【三陸ジオパーク（構想）の代表的なジオサイト（見どころ）】＜三陸全体でジオサイト48箇所を選定＞ 

   
▲北山崎・鵜ノ巣断崖ジオサイト（田野畑村）          ▲蕪島ジオサイト（八戸市） 
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東北六魂祭 2013 福島   東北運輸局 

   

 

『東北六魂祭』とは皆さんご存じのように、２０１１年３月

１１日に発生した東日本大震災の鎮魂と復興を願って、東北６

県都の代表的な夏祭り（青森ねぶた、盛岡さんさ踊り、仙台七

夕まつり、秋田竿燈まつり、山形花笠まつり、福島わらじまつ

り）を一同に集めた祭りです。最初の第１回目は同年７月に仙

台市で開催され、翌年５月には盛岡市で第２回目が、第３回目

は本年６月１～２日に福島市で開催されました。 

 第１回目の仙台市に約３７万人、次の盛岡市には約２４万人

が、今回の福島市では約２５万人が来場し、それぞれ予想を上

回る来場者数を記録しました。 

 また、経済効果も大きく、ある民間調査会社等によると仙台市で約１０３億円、盛岡市で２２億円、福島市で３

７億円にも及んだといわれております。 

今回の福島市では、開催初日に航空自衛隊松島基地所属の「ブルーインパルス」が上空で華麗なパフォーマンス

を繰り広げる展示飛行が行われ、華やかに開催を盛り上げました。 

この東北六魂祭も今年で被災３県での開催が一通り終わり、来年以降の開催が懸案になっております。 

６市の市長が昨年１０月に集まり、六魂祭が復興の象徴で経済的効果も大きいことを確認し、「福島開催後も未

開催の山形、秋田、青森の３市で開き、６県を一巡すべきだ」と主催者側に開催継続を申し入れされています。 

 『東北六魂祭』は、東北六県を代表する夏祭りが一堂に会する震災復興イベントであり、祭りで一丸となった東

北復興の精神が損なわれないよう継続されることを熱望するところです。         

   

 編集後記   

  先日（６月２４日）、今年のオールスターゲームのファン投票の最終発表がありましたが、東北楽天ゴールデン

イーグルスからは３名のランクインがありました。 

 今年のチームの好調ぶりを反映したものと思われます。オールスターゲーム第３戦が「いわきグリーンスタジア

ム」で開催されることでもあり、東北圏全体の盛り上げのためにも頑張って貰いたいものです。 

そしてペナントレースでは、今年こそリーグ制覇、日本シリーズ優勝を…… 

『東北圏だより』に掲載する広域地方計画に関連する情報をお寄せ下さい。また、『東北圏だより』へのご

質問、ご意見、ご要望等についても結構です。お気軽に次のアドレスまでメールでお寄せ下さい。 
メールアドレス：kou-suishin2@thr.mlit.go.jp 

▲ブルーインパルス展示飛行 

▲盛岡さんさ踊り ▲仙台すずめおどり 

▲秋田竿灯まつり ▲山形花笠まつり ▲福島わらじまつり 

▲青森ねぶた 


